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「マンチェスターの結婚」再考
　　小説のテーマと手法と思想の観点から　　
足立　万寿子※
Elizabeth Gaskell’s “Manchester Marriage” Reconsidered : 
From the Viewpoints of Its Theme, Technique and Idea
Masuko ADACHI
※　本学文学部英語英文学科
　“The Manchester Marriage” (1858), a short story by Elizabeth Gaskell (1810-65), 
deals with the problem of “disappearance” and how it inﬂuences the people concerned. 
Some critics think that Gaskell copes in this story with the moral dilemma that a wife 
feels when she learns that she is married to two men because her ﬁrst husband has 
proved not to be dead after his disappearance.  Others think Gaskell discusses the 
diﬃcult problems a wife faces when she has been left poor and alone with her children 
when her husband is declared to be dead after his disappearance.  But Alice, one of the 
characters in this short story, is never made to know that her ﬁrst husband Frank (a 
sailor), came back alive more than ten years after his disappearance during his voyage, 
only to be found drowned in the Thames.  She continues to live a happy life sustained 
by her second husband Openshaw (a businessman).  So in this paper we approach this 
short story from another aspect.
　First, we analyze it from the viewpoints of its theme and technique and evaluate this 
as a literary work.  Then, we analyze Openshaw’s personality and the deed of Norah, 
who is Alice’s honest old servant.  Next, we compare this short story with Sylvia’s 
Lovers, one of Gaskell’s novels, and with Enoch Arden, a long narrative poem by Alfred 
Tennyson, because these two works also have “disappearance” as their theme.
　From the above, Gaskell’s short story proves to have a high literary value with its 
persuasive plot and adroit description of the characters.  Openshaw is depicted as 
changing from a self-conﬁdent, proud man to a humble one by realizing that he himself 
made an error of suspecting the innocent Norah.  He also committed the sin of bigamy 
in spite of himself.  He later is thankful to Norah and Frank, owing his family’s peace to 
her faithful deed and to Frank’s self-sacriﬁce of being drowned.
2　Sylvia’s Lovers can be said to pursue far more strictly the consciousness of sin or the 
pang of conscience of Philip, who keeps truth hidden intentionally to win Sylvia’s heart. 
Enoch Arden can be thought to focus rather on Enoch’s love for his wife than on his 
hatred of her and her second husband.
　Thus, we can conclude that this short story is a good literary work, showing that the 
nobility of human beings lies in the humbleness of owning their faults even though they 
cannot avoid making errors and committing sins since they are not God.
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はじめに
　エリザベス・ギャスケル（Elizabeth Gaskell, 1810-65）の短編小説「マンチェスターの結婚」 
（“The Manchester Marriage,” 1858）１ は，航海中に行方不明になり死んだと思われてい
た船乗りフランク・ウィルスン（Frank Wilson）が十数年もの後生還するが，妻アリス
（Alice）が別の男性（トマス・オープンショー (Thomas Openshaw)）と再婚しているこ
とを知った日の翌日，テムズ川（the Thames）で溺死体で発見される物語だ。つまりこ
の短編のテーマは「失踪」だといえる。ギャスケルはそれまでにもこれをテーマにした作
品を発表している。最初のものがまさしく「失踪」“Disappearances”（1851）という題の
ノンフィクションだ。その６年半後に書いたのがフィクションの「マンチェスターの結婚」
で，最後は，その４年余りのちの長編小説『シルヴィアの恋人たち』(Sylvia’s Lovers, 1863)
である。
　ギャスケルはあるテーマをまず短編で練習し，その後長編でそれを深く追究することが
よくある。Felicia Bonaparte 氏は，この物語は多くの点で『シルヴィアの恋人たち』の
ための「試運転」“a trial run” (Bonaparte 196) だという。A. B. Hopkins 氏は，短編「マ
ンチェスターの結婚」で取り上げたテーマを『シルヴィアの恋人たち』では拡大して扱
い，より大胆に，よりリアリスティックにその道徳問題に取り組んでいるという（Hopkins 
265）。Shirley Foster 氏は，失踪という問題をノンフィクションの「失踪」で取り上げ，
次いで短編の「マンチェスターの結婚」で再度取り上げ，そのキー・エピソードを長編の
『シルヴィアの恋人たち』で使用しているという（Foster 119-20）。
　このように「マンチェスターの結婚」は『シルヴィアの恋人たち』の研究のために取 
り上げられることはあっても，この短編そのものを考察したものは少ない。その中で本 
短編を正面から取り上げているのは J. G. Sharps 氏であろう。ただし同氏は，導入部が 
長過ぎて作品全体のバランスがとれていないし，内容はメロドラマティックでセンチメ 
ンタルなものであり，芸術作品としては失敗作だ（Sharps 300）と厳しい評価を下してい 
る。
　拙論では，この短編において使用されている小説手法，中でも短編を構成する筋，時と
場所の設定，主な作中人物の描写を分析・考察することによって，この作品のテーマを探
り，この作品に込められた思想を明らかにし，芸術作品としての価値を量りたい。
3
［Ⅰ］短編の構成
　「マンチェスターの結婚」の語り手は作者ギャスケル自身，つまり全知の視点を採って
いる。その構成については，作者は章分けなどによって区分けをしてはいないが，時と場
所の設定や物語の筋から４つの部分に分けられよう。この４つを次の ① ～ ④ として，
各部に「小見出し」をつけ，小説世界の時と場所，また配当頁数を見てみよう：
　　① オープンショー夫婦の紹介（時は小説世界の現時点で，場所はロンドン。約1頁半）
　　② アリスの過去（時は過去にフラッシュバック，場所はリヴァプール (Liverpool)，
後にマンチェスター。内容はフランクとアリスの結婚，フランクの失踪，アリスの
オープンショーとの再婚。約10頁半）
　　③ オープンショー夫婦のロンドン時代（時は小説世界の現時点に戻り，場所もロン
ドン。約19頁）
　　④ アリスの死後（時は現時点より長い年月が経ち，場所はロンドン。約４分の１頁）
　　
以上の構成は，③の部分を中心とみて，①と②を導入部と見れば，Sharps 氏の評する通り，
確かに導入部が長過ぎて，全体のバランスがとれていないといえる。しかし読者を，①の
部分で手際よく小説世界へ誘い込み，②の部分で中心人物の過去を紹介し，③の部分で彼
らに生じる大事件を詳細に描いて最も長くし，④の部分で小説全体のエッセンスを凝縮し
て短く示して物語を終えるのは，逆に巧みな構成だといえる。
　① ～ ④ の各部で描かれている内容と注目される小説手法を，それぞれ次の（１）～（４）
の順に見ていこう。
（１）オープンショー夫婦の紹介
　ギャスケルは短編の冒頭の第１段落目で，オープンショー夫婦がマンチェスターからロ
ンドンに引越してきたこと，理由が夫オープンショーの勤務するマンチェスターの布地製
造工場がロンドン営業所を開設することになり，彼が所長として転勤してきたこと，彼が
ランカシャー（Lancashire）人として，上流好みの怠惰なロンドン人を軽蔑し，仕事熱心
で，思い遣りの心もあり，人をもてなすのが好きなことなど，彼の職業，出身，性格を手
短に紹介する。
　第２段落目でギャスケルは，「オープンショーの妻はきれいで穏やかな女性で，年齢，
性格ともに夫にふさわしい人だった。夫は42歳，妻は35歳だった。夫は声の大きな果断
な人で，妻はもの柔らかな声の従順な人だった」２ “His [Openshaw’s] wife was a pretty, 
gentle woman, of suitable age and character.  He was forty-two; she thirty-ﬁve.  He was 
loud and decided; she soft and yielding.” (493) と，やり手の夫と，彼とは正反対の控えめ
な妻を紹介する。さらにこの夫婦の家族構成　　二人の子どものうち11歳の女の子は妻の
前夫との間の子で，エドウィン（Edwin）という幼い男の子はこの夫婦の子　　を紹介する。
　
　このように小説の冒頭のほんの２段落だけで，オープンショー夫婦の重要なアイデン
ティティを読者に知らせる作者ギャスケルの手際は巧みだといえる。中でもロンドン支店
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4を開業し，業務の責任者として転勤してくるオープンショーの実業家としての仕事上の能
力の高さ，それに伴う収入の多さは十分推測できる。ランカシャー人としての誇りを堅持
する彼が夕方の時間を有効につかうために昼のディナーの習慣を大切にし，都会のロンド
ン人の遅いディナーを軽蔑しながらも，ロンドンに来られたことを内心喜んでいることや，
家の外観よりも他人には見えない室内の設備に力を入れ，暖房費は惜しまず，使用人にも
飲食など十分に供しているという実質重視なところ，またロンドン訛りを軽蔑し，ランカ
シャー方言をこれこそ「正当なサクソン訛り」 “the true Saxon accent” (493) だとして幼
い息子にも使うなど，ランカシャー魂溢れる自信家の彼の様子が読者の眼前にはっきりと
浮かぶ。一方おとなしい妻は，行動的でリーダーシップのとれる夫と対照されて，当時の
父権制社会の理想の女性像とされた「家庭の天使」３ 像を具現化しているような女性であ
ることも読者に印象づけられる。ギャスケルの言葉による人物創造力の高さが窺われる手
法であろう。
　ところで，作者は短編のこの①の部分で，下の男の子の名は示しているのに，女の子の
名は明らかにしていない。妻の名も示さない。読者はなぜだろうと疑問を抱く。しかし疑
問を抱かせるのは，こののち話が展開していく②，③の部分でもそうだが，読者を小説世
界に誘い込む作者の巧みな手法だと考えられる。
　
（２）アリスの過去
　ここで作者ギャスケルは，オープンショーと再婚したミセス・オープンショー（旧姓ウィ
ルスン）の過去を紹介する。まず，この部分の最初の１行目で，先ほどの読者の疑問に答
えるように，「ミセス・オープンショーのクリスチャン・ネームはアリスだった……」 “Mrs. 
Openshaw’s Christian name was Alice. . . .” (493) と明示する。
　ここでの出来事を要約するとこうなろう：
　15歳頃の娘時代のアリスは自分が美人だとの意識もなく，内気な少女だった。彼女は孤
児で，リヴァプールに住む伯父のミスタ ・ーウィルスン（船乗り）に引き取られていたが，
短気な後妻のミセス・ウィルスンにいじめられる。父親と同じく船乗りになっていたフラ
ンク・ウィルスンは自宅にいるとき従妹のアリスを継母からかばっているうちに愛するよ
うになり，アリスに求婚する。アリスはミセス・ウィルスンから離れられると思い，それ
を受け，ウィルスン家の召使いのノーラ（Norah）をブライド・メイドにして二人は結婚
し，新居を構える。アリスの結婚でブライド・メイドをつとめたというのでミセス・ウィ
ルスンから暇を出されたノーラは新婚夫婦に雇われる。新妻のアリスの悩みは夫フランク
が感情の激しい男性で，妻にも愛情表現を強要することであった。フランクは身重の若妻
を父親と継母の家に預けて，出航する。ノーラは実家に戻る。やがて船の消息が途絶える。
アリスが船荷取扱所に問い合わせると，「……船主はベッツィー・ジェイン号の行方をこ
れ以上聞くのを諦め，保険の請求に入った」 “. . . the owners had given up hope of ever 
hearing more of the Betsy-Jane, and had sent in their claim upon the underwriters.” (496) 
と言う。関係者は船の乗組員全員が死亡したと考える。アリスはもう帰ってこないと知っ
たフランクに初めて「焦がれるような切ない愛情」“a yearning, longing love” (496) を覚
える。ノーラは老いたミスター・ウィルスンの介護や，アリスの初産などの手伝いのため
再びウィルスン家に仕えることになる。やがてアリスにさらなる不幸が生じ，生まれた娘
5
が背骨の難病に罹っているのが分かる。義父（ウィルスン伯父）も亡くなり，アリスは義
母（ミセス・ウィルスン）と相談し，義母の故郷のマンチェスターに戻り，家を借りて下
宿屋を開く。ノーラも下宿屋を手伝うことになる。
　初めはうまく行っていた下宿屋も下宿人が減っていき，アリスたちは別の小さな借家に
移って下宿屋を続ける。ここへオープンショーが部屋を借りにやってくる。彼は刻苦勉励
し，独力で簿記，語学など習得し，市況も調べる有能な布地工場の営業マンである。彼は
感情より理性を重んじ，結婚など考えたこともなかったが，黙々と下宿人の世話などをき
ちんとする几帳面でもの静かな美人のアリスの存在に気づく。また難病のため足の不自由
な，アリスの幼い娘に憐れみを覚え，おもちゃなど買い与えているうちに母親への関心の
ほうが強まる。義母に従順で，娘や召使いのノーラを深く愛しているアリスに惹かれ，求
婚し，彼女は承諾する。彼はノーラを老いたミセス・ウィルスンに仕え続けさせ，アリス
の娘の世話には別の女性を雇う。彼の快活さやユーモア，何よりも真の愛情によって，ア
リスの娘は，依然として独力歩行はできないが明朗になり，よいほうに変化する。妻のア
リスにとっても，夫が前夫と異なって愛情表現を強要しないし，何よりも夫の「強い識別力，
温かい心，力強い意志」 “her husband’s strong sense, warm heart, and powerful will” (503) 
に導かれて，万事うまく行くようになる。ミセス・ウィルスンの死後もノーラは，アリ 
スとオープンショーの間に生まれた男児エドウィンの保母として再び雇われることになる。
　
　ここで注目される小説手法は，女などにうつつを抜かすなどと恋愛に耽る世の若い男
を軽蔑しながらも，オープンショー本人がアリスに惹かれていく様子，それを本人自身
は認めようとせず，子どもを出しにしてアリスの関心を呼び起こすやり方，本人は情が
薄いと言いながら，男らしい愛情を秘めているという人物の描き方だ。「油断のならない
誘惑が彼の心の中に，子どもへの憐れみを装うて入り込んできて，間もなく母親に対す 
る関心という危険な形で現われてきた」 “The insidious enemy having thus entered his 
[Openshaw’s] heart, in the guise of compassion to the child, soon assumed the more 
dangerous form of interest in the mother.” (500) というユーモラスな表現が，オープン
ショーの内面の変化を巧みにあらわしている。極めつけのユーモラスな場面はオープン
ショーが下宿の部屋で新聞を前にして，さも無関心を装いながら，下宿人の彼に朝食を準
備しているアリスに求婚し，仕事を終えて帰宅した夜に返事を訊く場面（500-02）だ。オー
プンショーがアリスに考える時間を与えるのに，時計を見ながら５分と言い，もう２分経っ
たから残るのは３分と言うのは，実務的で感情を極力隠す彼らしい。求婚するのに，司祭
のまえで結婚を誓うときの英国国教会の祈祷書の文句を使い，さらに祈祷書にはないけれ
ど連れ子の父親になってやると言うのは，求婚するほうにとっても，されるほうにとって
も重大問題なのに，というより，重大であるがゆえに一層読者にとっては滑稽な場面だ。
アリスが求婚を受諾するのに，「……エルシーによくしてくださっていますし」 “‘. . . you 
[Openshaw] have been so good to little Ailsie’” (502) と答えて，この短編の①の部分で
は不明であったアリスの娘の名が明らかにされると共に，感情をストレートに出さないア
リスの控えめさと娘への愛情がよくあらわされる。言葉によるオープンショーとアリス，
中でもオープンショーという人物創造の巧みさが際立つ。
　このようにオープンショー一家は幸せに行きそうに見えるのだが，作者ギャスケルは②
4を開業し，業務の責任者として転勤してくるオープンショーの実業家としての仕事上の能
力の高さ，それに伴う収入の多さは十分推測できる。ランカシャー人としての誇りを堅持
する彼が夕方の時間を有効につかうために昼のディナーの習慣を大切にし，都会のロンド
ン人の遅いディナーを軽蔑しながらも，ロンドンに来られたことを内心喜んでいることや，
家の外観よりも他人には見えない室内の設備に力を入れ，暖房費は惜しまず，使用人にも
飲食など十分に供しているという実質重視なところ，またロンドン訛りを軽蔑し，ランカ
シャー方言をこれこそ「正当なサクソン訛り」 “the true Saxon accent” (493) だとして幼
い息子にも使うなど，ランカシャー魂溢れる自信家の彼の様子が読者の眼前にはっきりと
浮かぶ。一方おとなしい妻は，行動的でリーダーシップのとれる夫と対照されて，当時の
父権制社会の理想の女性像とされた「家庭の天使」３ 像を具現化しているような女性であ
ることも読者に印象づけられる。ギャスケルの言葉による人物創造力の高さが窺われる手
法であろう。
　ところで，作者は短編のこの①の部分で，下の男の子の名は示しているのに，女の子の
名は明らかにしていない。妻の名も示さない。読者はなぜだろうと疑問を抱く。しかし疑
問を抱かせるのは，こののち話が展開していく②，③の部分でもそうだが，読者を小説世
界に誘い込む作者の巧みな手法だと考えられる。
　
（２）アリスの過去
　ここで作者ギャスケルは，オープンショーと再婚したミセス・オープンショー（旧姓ウィ
ルスン）の過去を紹介する。まず，この部分の最初の１行目で，先ほどの読者の疑問に答
えるように，「ミセス・オープンショーのクリスチャン・ネームはアリスだった……」 “Mrs. 
Openshaw’s Christian name was Alice. . . .” (493) と明示する。
　ここでの出来事を要約するとこうなろう：
　15歳頃の娘時代のアリスは自分が美人だとの意識もなく，内気な少女だった。彼女は孤
児で，リヴァプールに住む伯父のミスタ ・ーウィルスン（船乗り）に引き取られていたが，
短気な後妻のミセス・ウィルスンにいじめられる。父親と同じく船乗りになっていたフラ
ンク・ウィルスンは自宅にいるとき従妹のアリスを継母からかばっているうちに愛するよ
うになり，アリスに求婚する。アリスはミセス・ウィルスンから離れられると思い，それ
を受け，ウィルスン家の召使いのノーラ（Norah）をブライド・メイドにして二人は結婚
し，新居を構える。アリスの結婚でブライド・メイドをつとめたというのでミセス・ウィ
ルスンから暇を出されたノーラは新婚夫婦に雇われる。新妻のアリスの悩みは夫フランク
が感情の激しい男性で，妻にも愛情表現を強要することであった。フランクは身重の若妻
を父親と継母の家に預けて，出航する。ノーラは実家に戻る。やがて船の消息が途絶える。
アリスが船荷取扱所に問い合わせると，「……船主はベッツィー・ジェイン号の行方をこ
れ以上聞くのを諦め，保険の請求に入った」 “. . . the owners had given up hope of ever 
hearing more of the Betsy-Jane, and had sent in their claim upon the underwriters.” (496) 
と言う。関係者は船の乗組員全員が死亡したと考える。アリスはもう帰ってこないと知っ
たフランクに初めて「焦がれるような切ない愛情」“a yearning, longing love” (496) を覚
える。ノーラは老いたミスター・ウィルスンの介護や，アリスの初産などの手伝いのため
再びウィルスン家に仕えることになる。やがてアリスにさらなる不幸が生じ，生まれた娘
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が背骨の難病に罹っているのが分かる。義父（ウィルスン伯父）も亡くなり，アリスは義
母（ミセス・ウィルスン）と相談し，義母の故郷のマンチェスターに戻り，家を借りて下
宿屋を開く。ノーラも下宿屋を手伝うことになる。
　初めはうまく行っていた下宿屋も下宿人が減っていき，アリスたちは別の小さな借家に
移って下宿屋を続ける。ここへオープンショーが部屋を借りにやってくる。彼は刻苦勉励
し，独力で簿記，語学など習得し，市況も調べる有能な布地工場の営業マンである。彼は
感情より理性を重んじ，結婚など考えたこともなかったが，黙々と下宿人の世話などをき
ちんとする几帳面でもの静かな美人のアリスの存在に気づく。また難病のため足の不自由
な，アリスの幼い娘に憐れみを覚え，おもちゃなど買い与えているうちに母親への関心の
ほうが強まる。義母に従順で，娘や召使いのノーラを深く愛しているアリスに惹かれ，求
婚し，彼女は承諾する。彼はノーラを老いたミセス・ウィルスンに仕え続けさせ，アリス
の娘の世話には別の女性を雇う。彼の快活さやユーモア，何よりも真の愛情によって，ア
リスの娘は，依然として独力歩行はできないが明朗になり，よいほうに変化する。妻のア
リスにとっても，夫が前夫と異なって愛情表現を強要しないし，何よりも夫の「強い識別力，
温かい心，力強い意志」 “her husband’s strong sense, warm heart, and powerful will” (503) 
に導かれて，万事うまく行くようになる。ミセス・ウィルスンの死後もノーラは，アリ 
スとオープンショーの間に生まれた男児エドウィンの保母として再び雇われることになる。
　
　ここで注目される小説手法は，女などにうつつを抜かすなどと恋愛に耽る世の若い男
を軽蔑しながらも，オープンショー本人がアリスに惹かれていく様子，それを本人自身
は認めようとせず，子どもを出しにしてアリスの関心を呼び起こすやり方，本人は情が
薄いと言いながら，男らしい愛情を秘めているという人物の描き方だ。「油断のならない
誘惑が彼の心の中に，子どもへの憐れみを装うて入り込んできて，間もなく母親に対す 
る関心という危険な形で現われてきた」 “The insidious enemy having thus entered his 
[Openshaw’s] heart, in the guise of compassion to the child, soon assumed the more 
dangerous form of interest in the mother.” (500) というユーモラスな表現が，オープン
ショーの内面の変化を巧みにあらわしている。極めつけのユーモラスな場面はオープン
ショーが下宿の部屋で新聞を前にして，さも無関心を装いながら，下宿人の彼に朝食を準
備しているアリスに求婚し，仕事を終えて帰宅した夜に返事を訊く場面（500-02）だ。オー
プンショーがアリスに考える時間を与えるのに，時計を見ながら５分と言い，もう２分経っ
たから残るのは３分と言うのは，実務的で感情を極力隠す彼らしい。求婚するのに，司祭
のまえで結婚を誓うときの英国国教会の祈祷書の文句を使い，さらに祈祷書にはないけれ
ど連れ子の父親になってやると言うのは，求婚するほうにとっても，されるほうにとって
も重大問題なのに，というより，重大であるがゆえに一層読者にとっては滑稽な場面だ。
アリスが求婚を受諾するのに，「……エルシーによくしてくださっていますし」 “‘. . . you 
[Openshaw] have been so good to little Ailsie’” (502) と答えて，この短編の①の部分で
は不明であったアリスの娘の名が明らかにされると共に，感情をストレートに出さないア
リスの控えめさと娘への愛情がよくあらわされる。言葉によるオープンショーとアリス，
中でもオープンショーという人物創造の巧みさが際立つ。
　このようにオープンショー一家は幸せに行きそうに見えるのだが，作者ギャスケルは②
6の部分の最後で，
　
　　 ノーラとミスター・オープンショーは全く気が合うというような間柄ではなかった。
どちらも相手の長所を十分に理解し，認めてはいなかったのだ。
　　 Norah and Mr. Openshaw were not on the most thoroughly cordial terms, neither 
of them fully recognising or appreciating the other’s best qualities.  (504)
　
という気がかりな一文を添える。読者はなぜだろう，と疑問を抱く。
　
（３）オープンショー夫婦のロンドン時代
　ここで小説世界の現時点に戻る。頁数の多さからも分かるように，ここが物語の中心部
を成している。ここでの出来事を要約すると次のようになろう：
　オープンショー夫婦がロンドンに引っ越して１年ほど経った頃，オープンショーは
仲違いしていた，南ランカシャー（South Lancashire）の田舎町に住むチャドウィック
（Chadwick）伯父夫婦をロンドン見物に招く。妻はこの件で何も聞いていなかったが，気
持ちよく伯父夫婦を歓迎する。チャドウィック伯母は新しく夫に買ってもらった真珠と
紫水晶でできた高価なブローチをドレスにつけて着飾り，この夫婦はバッキンガム宮殿
（Buckingham Palace）を見学に行き，夕方帰宅する。伯母は急いで着替えて，この夫婦
とオープンショー夫婦は連れ立ってリッチモンド（Richmond）に出かける。その間に，
死んだと思われていたフランクが突然ノーラを訪ねてきて，アリスの居所を激しく尋ねる。
ノーラは彼に，船主も誰も彼もが彼や他の船員全員が海で死亡したと言い，彼女たちもそ
う思ったなどと話す。フランクは自分は死んだものと思われ，アリスは再婚したことを知
り，絶望のあまり気を失うが，ノーラの介抱で気がつく。彼はすざまじい勢いでアリスの
居場所を問い詰め，アリスの再婚を止めることもできたのじゃないか，とノーラに迫る。
彼の固く握り締める握り拳からノーラは暴力を振るわれそうな恐怖を感じるが，アリスが
帰宅するまえに何としても彼を家から出そうとして，子どもを見せる方法を考え出し，彼
を二階の子ども部屋に連れていく。彼は布団からを体を出して寝ている不具の体のエル
シー（彼はアリスがこの子を出産するまえに出航し，この子を見たことはない）を半時間
ほども見つめ，大粒の涙を流し，ベッドのそばに跪き祈る。彼はもう一つのベッドに眠っ
ている子に気づく。ノーラは彼を気の毒に思う暇もなく，彼を玄関からむりに押し出し，
彼の来訪を窺わせるものを消す。その後オープンショー夫婦とチャドウィック夫婦が帰宅
する。
　翌朝，エルシーが昨夜の恐怖　　ノーラが子ども部屋に変な男を連れてきて，その男が
自分のそばで祈った　　を母親アリス，父親のオープンショー，保母のノーラに言うが，
みな夢だと言ってとりあわない。朝食に降りてきたチャドウィック夫婦は，伯母のブロー
チが盗まれたという。オープンショーは別の召使いのメアリから，昨晩男がノーラを訪ね
てきた，と聞く。オープンショーは「……ノーラの完璧な正直さを一瞬たりとも疑った
ことはない」 “. . . he [Openshaw] had never for a moment doubted her [Norah’s] perfect 
honesty.” (516) ので，彼女が恋人に騙されてこっそり男を家へ引き入れて，その男がブ
ローチを盗んだと判断し，ノーラに男の名前を問う。名前を言わなければ警察に連絡する
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とまで言う。彼女は固く口を閉ざし，疑われたこと，また脅されたことよりも，フランク
の再訪を恐れてそそくさと家を出る。彼女は昨晩彼を追い出したとき聞いた彼の宿の名を
思い出し，そこへ行く。宿の女将に訊くと，昨日客は荷物を置いたまま出ていって帰って
きていないと言う。ノーラは彼の部屋で待たせてもらうが，昨夜一睡もできなかった彼女
は眠り込んでしまう。一方，チャドウィック伯父はこの窃盗事件を警察に届けに行き，帰
宅すると，妻がブローチは急いで脱いだドレスのすそに引っかかっていたと言う。しかし
すでに警察が捜査に乗り出していた。
　フランクの部屋で眠っていたノーラを起こしたのは，警官と一緒のオープンショーで
あった。オープンショーは警官を出ていかせ，二人で話す。ノーラは，あの人が宿に帰っ
てきてあなたの姿を見たら殺すかもしれないから，すぐここを離れるように言うと，オー
プンショーはあの人というのは今朝テムズ川で溺死体となっていた人だろうと言う。ここ
でノーラは溺死者はアリスの最初の夫フランクらしいこと，死んだと思われていた彼が
生還して昨夕アリスを探しにきたこと，アリスの再婚を知った彼を不人情にもオープン
ショー夫婦の帰宅前に家から追い出したこと，このことは誰にも言わず自分一人の胸に納
めるつもりだったことを話す。オープンショーはフランクの生存を知ってショックを受け
一時呆然となる。オープンショーとノーラは二人で警察に出向き，ノーラは溺死者がフラ
ンクだと確認する。
　いつも夫オープンショーの言う通り動くアリスは，今回の事件でも何一つ疑わなかった。
オープンショーはこののち前より思慮深くなり，一層アリスを大切にするようになる。彼
の業務はさらに拡大し，大財産を作り，その半分はアリスに与える。
　
　短編のこの③の部分で，突然オープンショーの伯父夫婦が登場する。しかし当時の女性
観から申し分のない妻を得，子どもにも恵まれたオープンショーが，長年不仲な伯父との
関係を修復するために自分の家庭に招き，また客を招待できるだけの資力は十分あり，夫
の思う通り動く妻に相談しないで伯父夫婦を呼ぶのは十分納得できる。この伯母が慎重さ
を欠く軽率な女性であることは，上京準備に大わらわするという簡単な説明で十分推測で
きるので，ブローチを盗まれたと大騒ぎしたあと何時間もしないうちに，ドレスの裾に引っ
かかっていたと悪びれることもなく言うのも納得できる。フランクが失踪後帰還するまで
どうしていたのかという読者からの疑問は，彼がノーラに説明する「……難破し，野蛮人
の中に何年間も捕虜となり，いつも，いつも，いつも妻と家のことを考えていた……」
“‘. . . poor shipwrecked sailor that I [Frank] am　kept for years a prisoner amongst 
savages, always, always, always thinking of my wife and my home. . . .’” (507-08) とい
う言葉で解決できる。なぜフランクがノーラの居所を知ったのか，については短編では示
されないが，船乗りの彼が彼女の現住所を調べるのはさほど難しいことではないだろう（の
ちに溺死したフランクのポケットに彼女の住所氏名を記したものがあったと説明される）。
フランクの生還については，一見しただけではノーラも初めは彼だと気づかなかったほど
相貌が変っていたので，彼が名乗らない限り他人が気づきようもない。その他，フランク
の出現を何とかアリスに知られないようにと苦闘するノーラの行動や心理描写，フランク
が妻の再婚を知ったときの悲嘆や怒り，二人の子どもを見たときの動揺や祈り，刑事がノー
ラを尾行した経緯，ノーラがフランクの宿の部屋で眠っている事情など，表面だけ見ると
6の部分の最後で，
　
　　 ノーラとミスター・オープンショーは全く気が合うというような間柄ではなかった。
どちらも相手の長所を十分に理解し，認めてはいなかったのだ。
　　 Norah and Mr. Openshaw were not on the most thoroughly cordial terms, neither 
of them fully recognising or appreciating the other’s best qualities.  (504)
　
という気がかりな一文を添える。読者はなぜだろう，と疑問を抱く。
　
（３）オープンショー夫婦のロンドン時代
　ここで小説世界の現時点に戻る。頁数の多さからも分かるように，ここが物語の中心部
を成している。ここでの出来事を要約すると次のようになろう：
　オープンショー夫婦がロンドンに引っ越して１年ほど経った頃，オープンショーは
仲違いしていた，南ランカシャー（South Lancashire）の田舎町に住むチャドウィック
（Chadwick）伯父夫婦をロンドン見物に招く。妻はこの件で何も聞いていなかったが，気
持ちよく伯父夫婦を歓迎する。チャドウィック伯母は新しく夫に買ってもらった真珠と
紫水晶でできた高価なブローチをドレスにつけて着飾り，この夫婦はバッキンガム宮殿
（Buckingham Palace）を見学に行き，夕方帰宅する。伯母は急いで着替えて，この夫婦
とオープンショー夫婦は連れ立ってリッチモンド（Richmond）に出かける。その間に，
死んだと思われていたフランクが突然ノーラを訪ねてきて，アリスの居所を激しく尋ねる。
ノーラは彼に，船主も誰も彼もが彼や他の船員全員が海で死亡したと言い，彼女たちもそ
う思ったなどと話す。フランクは自分は死んだものと思われ，アリスは再婚したことを知
り，絶望のあまり気を失うが，ノーラの介抱で気がつく。彼はすざまじい勢いでアリスの
居場所を問い詰め，アリスの再婚を止めることもできたのじゃないか，とノーラに迫る。
彼の固く握り締める握り拳からノーラは暴力を振るわれそうな恐怖を感じるが，アリスが
帰宅するまえに何としても彼を家から出そうとして，子どもを見せる方法を考え出し，彼
を二階の子ども部屋に連れていく。彼は布団からを体を出して寝ている不具の体のエル
シー（彼はアリスがこの子を出産するまえに出航し，この子を見たことはない）を半時間
ほども見つめ，大粒の涙を流し，ベッドのそばに跪き祈る。彼はもう一つのベッドに眠っ
ている子に気づく。ノーラは彼を気の毒に思う暇もなく，彼を玄関からむりに押し出し，
彼の来訪を窺わせるものを消す。その後オープンショー夫婦とチャドウィック夫婦が帰宅
する。
　翌朝，エルシーが昨夜の恐怖　　ノーラが子ども部屋に変な男を連れてきて，その男が
自分のそばで祈った　　を母親アリス，父親のオープンショー，保母のノーラに言うが，
みな夢だと言ってとりあわない。朝食に降りてきたチャドウィック夫婦は，伯母のブロー
チが盗まれたという。オープンショーは別の召使いのメアリから，昨晩男がノーラを訪ね
てきた，と聞く。オープンショーは「……ノーラの完璧な正直さを一瞬たりとも疑った
ことはない」 “. . . he [Openshaw] had never for a moment doubted her [Norah’s] perfect 
honesty.” (516) ので，彼女が恋人に騙されてこっそり男を家へ引き入れて，その男がブ
ローチを盗んだと判断し，ノーラに男の名前を問う。名前を言わなければ警察に連絡する
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とまで言う。彼女は固く口を閉ざし，疑われたこと，また脅されたことよりも，フランク
の再訪を恐れてそそくさと家を出る。彼女は昨晩彼を追い出したとき聞いた彼の宿の名を
思い出し，そこへ行く。宿の女将に訊くと，昨日客は荷物を置いたまま出ていって帰って
きていないと言う。ノーラは彼の部屋で待たせてもらうが，昨夜一睡もできなかった彼女
は眠り込んでしまう。一方，チャドウィック伯父はこの窃盗事件を警察に届けに行き，帰
宅すると，妻がブローチは急いで脱いだドレスのすそに引っかかっていたと言う。しかし
すでに警察が捜査に乗り出していた。
　フランクの部屋で眠っていたノーラを起こしたのは，警官と一緒のオープンショーで
あった。オープンショーは警官を出ていかせ，二人で話す。ノーラは，あの人が宿に帰っ
てきてあなたの姿を見たら殺すかもしれないから，すぐここを離れるように言うと，オー
プンショーはあの人というのは今朝テムズ川で溺死体となっていた人だろうと言う。ここ
でノーラは溺死者はアリスの最初の夫フランクらしいこと，死んだと思われていた彼が
生還して昨夕アリスを探しにきたこと，アリスの再婚を知った彼を不人情にもオープン
ショー夫婦の帰宅前に家から追い出したこと，このことは誰にも言わず自分一人の胸に納
めるつもりだったことを話す。オープンショーはフランクの生存を知ってショックを受け
一時呆然となる。オープンショーとノーラは二人で警察に出向き，ノーラは溺死者がフラ
ンクだと確認する。
　いつも夫オープンショーの言う通り動くアリスは，今回の事件でも何一つ疑わなかった。
オープンショーはこののち前より思慮深くなり，一層アリスを大切にするようになる。彼
の業務はさらに拡大し，大財産を作り，その半分はアリスに与える。
　
　短編のこの③の部分で，突然オープンショーの伯父夫婦が登場する。しかし当時の女性
観から申し分のない妻を得，子どもにも恵まれたオープンショーが，長年不仲な伯父との
関係を修復するために自分の家庭に招き，また客を招待できるだけの資力は十分あり，夫
の思う通り動く妻に相談しないで伯父夫婦を呼ぶのは十分納得できる。この伯母が慎重さ
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の中に何年間も捕虜となり，いつも，いつも，いつも妻と家のことを考えていた……」
“‘. . . poor shipwrecked sailor that I [Frank] am　kept for years a prisoner amongst 
savages, always, always, always thinking of my wife and my home. . . .’” (507-08) とい
う言葉で解決できる。なぜフランクがノーラの居所を知ったのか，については短編では示
されないが，船乗りの彼が彼女の現住所を調べるのはさほど難しいことではないだろう（の
ちに溺死したフランクのポケットに彼女の住所氏名を記したものがあったと説明される）。
フランクの生還については，一見しただけではノーラも初めは彼だと気づかなかったほど
相貌が変っていたので，彼が名乗らない限り他人が気づきようもない。その他，フランク
の出現を何とかアリスに知られないようにと苦闘するノーラの行動や心理描写，フランク
が妻の再婚を知ったときの悲嘆や怒り，二人の子どもを見たときの動揺や祈り，刑事がノー
ラを尾行した経緯，ノーラがフランクの宿の部屋で眠っている事情など，表面だけ見ると
8唐突に思えるような出来事もギャスケルの用意周到な行動描写や内面描写や会話や説明に
よって，探偵小説でも読んでいるかのように，疑問が沸いてもいずれ解決されるように巧
みに伏線が張られていて，最終的には読者は納得する。
　ただフランクの溺死の原因の説明は不十分だ。作者は，なぜ警察に出向くのかと訊くノー
ラに対してオープンショーに，「警察は自殺者が出たときには，その身元確認と，自殺原
因を調べるのだ。ただ，自殺だとすれば，だが」 “‘To say who it is.  It is always done, in 
order that some reason may be discovered for the suicide　if suicide it was.’” (521) と
答えさせる。しかし作者は，フランク本人が身投げしたとは一言も書いていないし，どの
作中人物にも言わせていない。宿から出て行き，オープンショーの家に行き，ノーラから
そこを追い出されたあとのフランクの足取りについては，彼が前日宿に荷物だけ預けて出
かけたまま帰っていないという宿の人の言葉があるだけだ。しかしこれだけ無理なく自然
に事件が起きるように配慮している作者なので，彼の溺死原因ははわざと曖昧なままにし
たと推測される。
　
（４）アリスの死後
　ここは，ただ１段落だけの短いものだ。ここで作者が読者に伝えるのは，フランクの突
然の出現と溺死という事件から何年も経って，アリスも亡くなり，その２，３か月後，オー
プンショーが依然として車椅子生活のエルシーを連れて，彼自身が埋葬してやったフラン
クの墓に参り，エルシーの実父の話を聞かせてやることだ。
［Ⅱ］短編のテーマ
　「失踪」という事件が人々に及ぼす影響はさまざまである。Hopkins 氏は，ギャスケル
が「マンチェスターの結婚」では，初婚の夫の失踪によって自分には責任はないが存命
中の二人の男性の妻となっている自分を発見する女性の複雑なモラルの問題を扱ってい
るという（Hopkins 251）。Edgar Wright 氏は，ギャスケルは長編『メアリ・バートン』
（Mary Barton, 1848），短編「リジ ・ーリー」（“Lizzie Leigh,” 1850），長編『ルース』（Ruth, 
1853），中編『ラドロウの奥方さま』（“My Lady Ludlow,” 1858）で扱ってきた，男女
の道ならぬ関係を結んだ「転落女性」“the fallen woman” の問題を，この「マンチェス
ターの結婚」ででも扱っており，この短編のテーマは「偶然の重婚」 “accidental bigamy” 
(Wright 71) だが，夫の失踪後の妻の貧困，子どもゆえの再婚，元の夫の帰国，その夫の
反応，妻の反応が，転落女性問題を扱った他の小説とは異なって，罪を強調するのでなく，
家族の生活への権利が重要視されているという（Wright 71）。
　この短編では，アリスは最後までフランクの生存を知らせられないで死を迎える。夫が
死亡した女性が再婚しても，法にも信仰にも背くことはない。当時の男尊女卑的女性観か
らすると，女性は生涯にただ一人の男性を思い続けるのが貞淑だとされていた。その考え
からすると夫を亡くしても女性が再婚するのは厳しい徳義には反することになる。とはい
え，実際は生活のために未亡人の女性が再婚することはよくあった。実際ギャスケルの夫
の母親は，夫（つまりギャスケルの夫の父親）の死後再婚している。アリスの再婚は何も
咎められるものではないし，本人も自分が同時に二夫にまみえた不道徳な女とは夢思った
ことはない。ただ，彼女がオープンショーと結婚生活を送っていた間，フランクは生きて
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いたのだから，Hopkins 氏のいう「存命中の二人の男性の妻となっている自分を発見する
女性の複雑なモラルの問題」を扱っていることにはなる。しかしアリス本人はそういう状
況を「発見して」いないので，厳密にいうとこの見解は当たらない。ただ，そういう状況
にある可能性を想定してのモラルの問題とはいえる。ギャスケルは，アリスにその苦悩を
永久に免れさせるためにフランクを溺死させる筋書きにしたともいえよう。
　Wright 氏のいう転落女性問題を扱ったということであれば，死亡したと思われていて
もフランクは生存していたのだから，アリスとオープンショーとの間にできた男の子エド
ウィンは私生児ということになる。しかしギャスケルはエルシーのことはかなり言及して
いるが，エドウィンへの言及はほとんど皆無だ。『メアリ・バートン』，「リジ ・ーリー」，『ルー
ス』，『ラドロウの奥方さま』に登場する私生児については，ギャスケルは必要なだけ十分そ
の子の人生を描いている。従って，ギャスケルが転落女性問題を取り上げようとして，「マ
ンチェスターの結婚」を書いたとはいい難い。ただ，この短編がそういう運命におちた原因
を当事者に見出すのでなく，「偶然の重婚」の結果の人生，つまり夫が蒸発した不幸な運
命にある妻のその後の人生に焦点を当てたものだとするならば，Wright氏の見解は頷ける。
　
　この短編について，失踪に直接関係のない「結婚」というテーマを挙げる見方もある。
Bonaparte 氏は，「フランクの情熱的な性癖」“the intensity of Frank’s passion” (Bonaparte 
196) に恐怖を感じるアリスが「デーモン的なところのない」“nothing daemonic in him 
[Openshaw]” (Bonaparte 196) オープンショーと結婚し幸せを感じるように描くことに
よって，作者ギャスケル自身の恐怖を描いているという（Bonaparte 196）。W. A. Craik
氏はギャスケルの最後の長編『妻たちと娘たち』（Wives and Daughters, 1864-66）に登場す
るミスター・ギブソンは感情をあらわさない性質だが，再婚した妻は逆であることに見ら
れるように，夫婦の愛の形を，フランクとアリス，オープンショーとアリスという二組の
夫婦であらわしているという (Craik 250)。
　いずれにせよ，「結婚」がテーマだとすると，この短編の中心人物は二人の男性と結婚
することになるアリスということになろう。しかし果たしてそうであろうか。彼女は従順
で夫に指示される通りに動く。彼女のほうから何か言うのは，長年仕えてくれた召使いノー
ラが主人夫婦の留守の間に家に恋人を引き込んだなどと疑われた（拙論 [ I ]（３）参照）
ときに，チャドウィック伯父がノーラの人格を疑う発言をしたときだけだ。その伯父にア
リスは彼女とは思えないような烈しい口調で反論する。しかしこれはアリスの人柄よりむ
しろ，ノーラの正義感や頑固さを示すためのものだと思われる。アリスは自分の思想を述
べたり感情を出したりしない女性で，オープンショーはその点が気に入って求婚したのだ。
またオープンショーやノーラに比べると，アリスの心理描写は少ない。またアリスとフラ
ンクの結婚生活は短期間だし，詳細に描かれていない。オープンショーとの結婚生活はか
なり詳細に描かれるが，この二組の夫婦のあり方をテーマとするよりは，オープンショー
の人物を示すために描かれているように思われる。
　
　その他 Patsy Stoneman 氏は，ギャスケルは小説中で「働く女性」“working women”
例えば女工，針子，帽子作り，洗濯女，家事使用人，農場経営者などに光を当てており
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いたのだから，Hopkins 氏のいう「存命中の二人の男性の妻となっている自分を発見する
女性の複雑なモラルの問題」を扱っていることにはなる。しかしアリス本人はそういう状
況を「発見して」いないので，厳密にいうとこの見解は当たらない。ただ，そういう状況
にある可能性を想定してのモラルの問題とはいえる。ギャスケルは，アリスにその苦悩を
永久に免れさせるためにフランクを溺死させる筋書きにしたともいえよう。
　Wright 氏のいう転落女性問題を扱ったということであれば，死亡したと思われていて
もフランクは生存していたのだから，アリスとオープンショーとの間にできた男の子エド
ウィンは私生児ということになる。しかしギャスケルはエルシーのことはかなり言及して
いるが，エドウィンへの言及はほとんど皆無だ。『メアリ・バートン』，「リジ ・ーリー」，『ルー
ス』，『ラドロウの奥方さま』に登場する私生児については，ギャスケルは必要なだけ十分そ
の子の人生を描いている。従って，ギャスケルが転落女性問題を取り上げようとして，「マ
ンチェスターの結婚」を書いたとはいい難い。ただ，この短編がそういう運命におちた原因
を当事者に見出すのでなく，「偶然の重婚」の結果の人生，つまり夫が蒸発した不幸な運
命にある妻のその後の人生に焦点を当てたものだとするならば，Wright氏の見解は頷ける。
　
　この短編について，失踪に直接関係のない「結婚」というテーマを挙げる見方もある。
Bonaparte 氏は，「フランクの情熱的な性癖」“the intensity of Frank’s passion” (Bonaparte 
196) に恐怖を感じるアリスが「デーモン的なところのない」“nothing daemonic in him 
[Openshaw]” (Bonaparte 196) オープンショーと結婚し幸せを感じるように描くことに
よって，作者ギャスケル自身の恐怖を描いているという（Bonaparte 196）。W. A. Craik
氏はギャスケルの最後の長編『妻たちと娘たち』（Wives and Daughters, 1864-66）に登場す
るミスター・ギブソンは感情をあらわさない性質だが，再婚した妻は逆であることに見ら
れるように，夫婦の愛の形を，フランクとアリス，オープンショーとアリスという二組の
夫婦であらわしているという (Craik 250)。
　いずれにせよ，「結婚」がテーマだとすると，この短編の中心人物は二人の男性と結婚
することになるアリスということになろう。しかし果たしてそうであろうか。彼女は従順
で夫に指示される通りに動く。彼女のほうから何か言うのは，長年仕えてくれた召使いノー
ラが主人夫婦の留守の間に家に恋人を引き込んだなどと疑われた（拙論 [ I ]（３）参照）
ときに，チャドウィック伯父がノーラの人格を疑う発言をしたときだけだ。その伯父にア
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　その他 Patsy Stoneman 氏は，ギャスケルは小説中で「働く女性」“working women”
例えば女工，針子，帽子作り，洗濯女，家事使用人，農場経営者などに光を当てており
（Stoneman 46），「マンチェスターの結婚」でも召使いのノーラの働きが注目されるとい
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う（Stoneman 48）。Ward 氏は，この短編のヒロインはミセス・オープンショーではなく，
彼女に仕えるランカシャー出身の召使いのノーラだといっている（Ward xxvi）ほどだ。
Sharps 氏は，この短編は芸術作品としては失敗作だとしながらも，召使のノーラやアリ
スの再婚相手のオープンショーの人物創造は巧みだと評価している（Sharps 300-01）。
　
　そこで，ノーラとオープンショーの二人を取り上げて，なぜギャスケルがこういう二人
の人物を創造したかを考察し，小説のテーマを探り，作者が込めた思想を明らかにしよう。
［Ⅲ］ノーラとオープンショーについて
　ノーラがこの短編で初めて言及されるのは，この短編の導入部の①の部分でないにせ
よ，②の部分の第１段落と第２段落，すなわち小説としては早い段階である。ここでギャ
スケルは，ミセス・ウィルスンが解雇したノーラを新婚夫婦のフランクとアリスが雇った
（494）と説明する。その後，フランクが出航することになったとき，妻を親元のウィルス
ン家に預ける。そのとき作者は，「だが最悪の部分は，忠実なノーラが解雇されねばなら
ないことだった」“The worst part about it, however, was that the faithful Norah had to 
be dismissed.” (494-95) と説明する。このように，ギャスケルは小説の始まりに近いところ
で，ノーラが気まぐれな女主人ミセス・ウィルスンとは関係は悪いが，アリスには信頼され，
アリスとよい関係にあることを示し，彼女の名も早い段階で明らかにする。この小説に登
場する重要な夫婦を詳細に説明するのは当然のことだが，彼らに仕える召使いのそのとき
どきに合わせての就職状況を，何気ない表現ではあっても忘れずつけ加える。作者ギャス
ケルのこういう扱いは，短編におけるノーラの働きの重要性を暗示していると考えられる。
　ノーラのアリスへの愛情深さが最も強く示されるのは，難破後長年離島で苦労したあと
帰国したフランクがノーラを訪ね，アリスの居所を聞き出そうとするが，アリスのそのと
きの幸せを壊さないために，身の危険を感じても頑として答えず，また彼をアリスに会わ
せないためにとった断固たる行動であろう。ノーラはそのことでオープンショーから，チャ
ドウィック伯母のブローチを盗んだ疑いはさておき，家に来た男を恋人だと思われ，その
男を主人の家に誘い入れたという女の操を卑しめる破廉恥な疑いをかけられても，フラン
クの生還・来訪を隠し通そうとする。ノーラの女主人アリスへの愛情は絶対であるが，一
方，オープンショーがエルシーの難病を治すために医者による痛い科学的治療を受けさせ
ようとするのに対して，ノーラはその効果を疑い，痛がるエルシーをかばって治療を受け
させない。それを主人オープンショーは快く思わない。このようにこの主従はいさかうこ
ともある。
　
　一方オープンショーについては，小説の冒頭部から，仕事熱心で思い遣りもありユーモ
アのセンスもある彼の優れた人物像が紹介される。妻を大切にし，妻の病気の子もわが子
のようにかわいがる。召使いにも食べ物を惜しんだりしないことに窺えるように，寛大な
主人だ。心から愛している妻アリスのために，妻を愛し妻からも愛されているノーラが召
使いとしてアリスのそばで働けるように按配する。チャドウィック伯父にはノーラのこ
とを「……家内には主人を愛することにかけては誰にも劣らないとわたしが信じている
ほど忠実な昔からの召使いがいます……」 “‘. . . my missus has an old servant, as faithful 
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as ever woman was, I do believe, as far as love goes. . . .’” (513) と言う。しかし全面的
にノーラを信頼しているのではない。エドゥインの保母としてノーラを雇うときには，医
者の指示に従わなければ即刻解雇する（503-04）と厳しく言う。チャドウィック伯母のブ
ローチがなくなったときには，彼女を疑う。それでも口を割らない彼女に彼は警察を呼ぶ
と言う。彼女は彼に「……ご主人さまが持っておられるものすべてが正当に手に入れられ
たものではないと思います……。……　ご主人さまのご一家は不幸な方々です。呪いが
かかっていると思います。今日すぐに出ていきます」 “‘. . . I [Noarh]’m not at all sure as 
everything you [Openshaw] have is rightly come by. . . .   . . .  You’re an unlucky lot.  I 
believe there’s a curse on you.  I’ll leave you this very day.’” (515-16) と不可解なことを
言って，家を出ていく。オープンショーは，夫を亡くしたアリスと結婚したのだから，当
然何のやましいところもない。しかしノーラは，実はそれはフランクからアリスを奪った
ことになっているということをほのめかそうとしているのだ。しかし，いかに有能なオー
プンショーでもそれに気づかなくても無理はない。ただ，彼が彼女の正直さを認めている
のなら，なぜ彼女が意固地になってまでこう主張するのか，何か抜き差しならぬ理由でも
あるのかと，思い至るべきだったのだ。ここで作者ギャスケルは，
　
　　 わたしは，オープンショーが妻の長年仕えた召使いを警察に渡すつもりはなかったと
思う。ノーラの完璧な正直さを一瞬たりとも疑ったことはなかったからだ。しかしそ
の男が誰かを無理にも言わせようとした。そこで彼は躓いた。
　　 I [Gaskell] do not think he [Openshaw] had ever really intended to send for the 
police to this old servant of his wife’s; for he had never for a moment doubted her 
perfect honesty.  But he had intended to compel her to tell him who the man was, 
and in this he was baﬄed.”  (516)
とコメントし，オープンショーの落ち度を読者に指摘する。全知の視点を採用しているこ
の短編では作者が語るのは当然だが，それにしても作者自身が「わたしは……思う」とし
て明瞭に自分の考えを述べるのは異例のことだ。この短編の②の部分の最後のところで
ギャスケルがつけ加えた「ノーラとミスター・オープンショーは全く気が合うというよう
な間柄ではなかった。どちらも相手の長所を十分に理解し，認めてはいなかった」という
説明（拙論 [ I ]（２）の終末部を参照）からすると，オープンショーはノーラをあなどっ
ていたのだ。これが彼が判断ミスを犯す誘引となっていく。彼は，ノーラが騙され男を引
き入れるなど道徳上の過ちを犯していると言う（これはあとで彼の全くの判断ミスだと判
明する）が，まさか自分が間違いをし出かすとは思ってもいなかっただろう。オープン
ショーは判断ミスだけでなく，たとえ知らなかったとはいえ，夫の生きている女性と結婚
していたのだ。「十戒」を知っているクリスチャンとしてはこれは重大な罪となる。溺死
者がフランクかもしれないと聞いたときの彼のショックの激しさは，
　
　　 　ミスタ ・ーオープンショーは弾丸に撃たれたかのように座りこんだ。口がきけなかっ
た。しかしやがてノーラに話しを続けるように身振りで示した。
　　 　Mr. Openshaw sat down, as if shot.  He did not speak; but after a while he signed 
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to Norah to go on.  (521)
　
と描写される。彼は警察とノーラの話を総合し，溺死者はフランクに間違いないと思った
のだろう，立っていられないほどの衝撃を受け，へたり込んでしまい，声も出ない。ノー
ラへの指示も身振りでしか示せない。この外面描写は，順風満帆の人生を送り自信に溢れ
明朗であったオープンショーが晴天の霹靂のごとく妻の前夫の数時間前までの生存を知っ
たときの，理性的な彼も放心状態に陥った内面を見事にあらわしている。その後われに返っ
た彼はノーラから，フランクが昨夕訪れてきたときのことを聞く。彼女は次のように答える：
　　 「フランクさんはわたくしに，妻は死んだのか，生きているのか，尋ねられました。
わたくしは不人情者でした。あの方の悲惨な苦しみよりも，皆さまが帰って来られる
ことのほうを考えていたのです。つっけんどんにものを言い，奥さまは再婚して，申
し分なく幸せにしておられると言って，あの方を追い出さんばかりにしました。今あ
の方は亡くなられて冷たくなっておられるのです」
　　 “He [Frank] asked me [Norah] if his wife was dead or alive.  I was a brute, and 
thought more of your all coming home than of his sore trial; I spoke out sharp, 
and said she was married again, and very content and happy; I all but turned him 
away; and now he lies dead and cold.”  (521)
つまり，フランクはアリスが再婚し，幸せな結婚生活を送っていることを知ったというこ
とを，オープンショーが知ったのだ。
　ここで，拙論 ［Ⅰ］（３）の最後で言及した，作者が曖昧なままにしたフランクの溺死
の原因を考えてみよう。再婚した妻の幸せな生活を知った彼が妻のためにわが身を消す，
つまり自ら命を絶つために身投げしたのかもしれない。妻が再婚したことを知って興奮の
あまり自暴自棄になり大酒を飲んで川に落ちたのかもしれない。何事にも激しい彼だから，
街で誰かと喧嘩にでもなって川に落ちたのかもしれない。この他の理由も考えられよう。
　さて，オープンショーはフランクの溺死をどう考えたのだろう。それを解く鍵は，フラ
ンクの宿の部屋で放心状態になったオープンショーがわれに返り，ノーラの話をすべて聞
き終わった瞬間に口にした，
　
　　 　「神よ，わたしをお赦しください。……　……わたしはその人をひどく傷つけてし
まった。知らずにしたことは確かだが，彼を殺したような気がする。ただ一人の弟の
ように彼の頭を墓に休ませよう。彼はどんなにわたしを憎んだことだろう！」
　　 　“God forgive me!  . . .   . . . the man whom I have so injured　unwittingly, it is 
true; but it seems to me as if I had killed him.  I will lay his head in the grave as if 
he were my only brother; and how he must have hated me!”  (521-22)
　
という言葉であろう。オープンショーは妻の前夫のフランクに会ったこともなければ，生
きているなどと思ったこともない。夫フランクを亡くしたアリスだから彼女と結婚したの
だ。また今回，家からフランクを追い出して死に追いやったのでもない。しかし彼がこの
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ように言うのは，妻との再会を唯一の生きがいにして生き抜いてきたフランクが妻の再婚
を知ったショックは，自分がフランクの生存を知ってへたり込んだショックより何十倍も
激しいものであったに違いないし，自分が憎かったことだろう。そのあまりフランクが死
んだとすれば，自殺であろうが，事故死であろうが，原因の如何にかかわらず，また自分
に他人の妻を奪うつもりは全くなくとも，言い訳など考えないで，人を死ぬほどの不幸に
陥れたこの罪を心から認め，そう認める自分を神に赦してもらいたい，ということだろう。
オープンショーに弁解などさせないで心の底からこう思わせるために，ギャスケルはわざ
と溺死の原因を明記しなかったと思われる。フランクに犯した罪を少しでも償おうする彼
の気持ちが，フランクを弟のように葬ろうとする思いにあらわされているといえる。
　オープンショーは，育児のことで非科学的なノーラを叱責したことがあった。またブロー
チ紛失事件ではノーラを疑った。自分は絶対間違わない，自分の行いは神に誓って公明正
大なものだという尊大な自信は，フランクの出現で見事崩れてしまう。真相は不明だが，
結局フランクは自分の命を文字通り懸けてオープンショー家の家庭の平和を守ってくれた
のだ。また，ノーラもそのために女の徳性を疑われても，フランクのことを沈黙し続けた
のだ。フランクやノーラと比べれば，たとえ世間的には成功を収めていても，自分は何と
言う傲慢な，愚かな，浅はかな人間だったのだろう，と自己の真の姿を悟ったのだ。その
後のオープンショーの姿は，短編の最後に描かれている４次のものである：
　
　　 そのときから先……オープンショーは不思議にも変わった。もっと思慮深くなり，多
分前より活発でなくなった。決断ある行動は変わらなかったが，前とは異なった新し
い行動基準に従うようになった。これまでも親切にしていたアリスにそれ以上に親切
にすることは無理だったが，何か神聖なものとして見上げ，優しくまた敬意をもって
対するように見えた。……
　　 　これらの事件のあと随分経って，エルシーの母親が亡くなった２，３か月後，エル
シーと彼女の「お父さま」（彼女はミスタ ・ーオープンショーをいつもそう呼んでいた）
は……馬車で墓地へ行った……。……　墓の傍らに座って，ミスタ ・ーオープンショー
はエルシーにこの話をしてやった。彼女が一度も会ったことのないあのかわいそうな
父親の悲しい運命のために，オープンショーは涙を流した。エルシーが「お父さま」
の目に涙を見たのはこのときだけだった。
　　 He [Openshaw] . . . from that time forth was curiously changed.  More thoughtful, 
and perhaps less active; quite as decided in conduct, but with new and diﬀerent 
rules for the guidance of that conduct.  Towards Alice he could hardly be more 
kind than he had always been; but he now seemed to look upon her as some one 
sacred, and to be treated with reverence as well as tenderness.  . . .
　　 　Long years after these events, a few months after her mother died, Ailsie and 
her “father” (as she always called Mr. Openshaw) drove to a cemetery. . . .   . . . 
Sitting by the grave, Mr. Openshaw told her the story; and for the sad fate of that 
poor father whom she had never seen he shed the only tears she ever saw fall 
from his eyes.  (522-23)
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to Norah to go on.  (521)
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オープンショーが重大な過ちに気づいて謙虚な人間になったのも，彼の家庭の平和が守ら
れたのも，ひとえに自分の命を投げうってくれたフランクのお蔭だった。フランクの遺志
と思われることを妻と彼の遺児エルシーに実現することによって，オープンショーはフラ
ンクに懺悔と感謝の気持ちをあらわそうとしたのだ。
　上記の引用箇所でギャスケルは，オープンショーと彼の思いの向かう先のアリスとエル
シーのことを言及しても，ノーラのことには全く触れていない。つまりノーラはこの直前
に小説の舞台から降りたということになる。それは彼女の存在価値の卑小さを意味するの
でなく，彼女が課せられた任務を立派に完遂し終えたということであろう。彼女が沈黙を
守らないで，フランクのことがアリスや周囲の人に広まっていたら，オープンショー家の
平和は崩れ去っていた，つまりノーラがオープンショーの大恩人だったということは，オー
プンショーに分かり過ぎるほど分かっていたはずだ。ノーラのこの短編における重要な働
きは，フランク同様，オープンショーに「自信から生じる過ち」に気づかせ，正しい「自
己認識」に至らせ，謙虚な人間になる導きをしたことであったといえる。
［Ⅳ］『シルヴィアの恋人たち』との関連
　『シルヴィアの恋人たち』(Ward, Vol. 6, Sylvia’s Lovers) は二人の青年フィリップ・ヘプ
バーン（Philip Hepburn）とチャーリー・キンレイド（Charlie Kinraid）から愛されるシ
ルヴィア・ロブスン（Sylvia Robson）の物語である。フィリップは，少年時代から刻苦勉励，
仕事にも勉強にも励んで，服地や服飾品を扱う洋品店の店主代理ができるまでに出世する。
しかし生白く猫背のひょろっとした青年で，シルヴィアには興味のない読み書きを教えた
り，説教ばかりするので，彼女から嫌われている。しかしフィリップは幼馴染の従妹でも
あるシルヴィアと何としても結婚したいと思っている。そこへ，陽焼けし堂々とした体格
のハンサムな船乗りのキンレイドが現れ，シルヴィアは彼に惹かれ，二人は密かに婚約す
る。ところが，キンレイドの帽子が波間に浮かんでいるのが発見され，彼は溺死したと噂
される。やがてシルヴィアの父親が暴動扇動罪で処刑され，ショックを受けた母親が認知
症になり，シルヴィアは母親と自分の生活のためにフィリップの求婚を受け入れざる得な
くなり結婚し，女の子ができる。キンレイドが行方不明になって３年後，彼が海軍将校に
なって帰還する。キンレイドは強制徴募隊に連行されていくとき，唯一その現場にいたフィ
リップに，必ず帰還してシルヴィアと結婚するから待っているように伝えてくれと大声で
叫ぶ。シルヴィアはフィリップがこの事件を隠していたことを知り，彼を赦さないし，も
う自分は妻ではないと激しく言う。フィリップは妻子を残して家出し，海軍に入り，事故
で廃兵となり，故郷に帰るが，シルヴィアにも世間にも名乗り出ない。一方キンレイドは
その後間もなく上官の勧めで金持ちの美人と結婚したとシルヴィアは聞き，自分以外妻に
する女はいないと言っていた彼が嘘をついたと知る。フィリップは海に落ちたわが子を救
出し，自分は致命傷を負って臨終を迎える。彼は駆けつけたシルヴィアに，真実を隠した
卑劣な罪人の自分を神は赦してくださると思うし，君も赦して欲しいと言う。彼女も彼に
発した「赦さない」というむごい言葉は罪だったと謝り，赦して欲しいと言う。互いに赦
し合って彼は息を引き取る。
　フィリップはシルヴィアと結婚したいがために行った利己的な行為について良心の呵責
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に責め立てられ，罪意識に苛まれ続けるが，最期に赦されたと確信して死んでいく。彼女
は彼亡きあと，彼の鎮魂と信仰に生きる。
　短編「マンチェスターの結婚」のテーマが，犯した罪とその罪を犯した者のそれへの反
応であれば，オープンショーの罪意識はフィリップほどの激しいものではないにせよ，こ
の短編が『シルヴィアの恋人たち』という長編のための下稽古になったといえるだろう。
オープンショーの仕事が布地製造業の営業マンで，勤勉な努力家というのも，フィリップ
に似ている。またフランクが若く威勢のよい情熱的な船乗りというのもキンレイドに似て
いる。フィリップがシルヴィアと結婚したのちに，キンレイドが帰還するのも似ている。
　しかしフィリップとシルヴィアの罪と贖罪の人生を，殺人を犯しても全く罪意識を感じ
ないようなキンレイドの人生と対照しながら，何百ページも費やして詳細に描いていける
長編と，短編を同列に扱うことはできない。拙論［Ⅲ］で述べたように，オープンショー
の無意識に犯していた過ちに気づく過程は，読者を納得させるように手際よく描けている。
オープンショーであらわされている男性像は，ユニークで面白い。女主人に無骨なまでに
忠実なノーラもよく描けている。アリスはもの足らない気がするが，フランクの出現を何
としても隠さなければならないという小説の絶対的条件下では，全く夫に従順な女性でな
ければならないのは頷ける。アリスの，障害のある娘エルシーや召使いノーラへの愛情は
よく描けている。この短編は長編の単なる練習台としてでなく，それ自体の価値を持つも
のと評価できよう。
［Ⅴ］テニソンの『イノック・アーデン』との関連
　アルフレッド・テニソン（Alfred Tennyson, 1809-92）の物語詩『イノック・アーデン』
（Enoch Arden, 1864）５ は，ギャスケルの短編「マンチェスターの結婚」と同じく，船乗り
の「失踪」が作品のテーマになっている６。
　イノック・アーデンとフィリップ・レイ（Philip Ray）とアニー・リー（Annie Lee）
は幼馴染みで，子ども時代三人でよく遊んでいた。粉屋の一人息子のフィリップは親の跡
を継ぎ，父親を嵐で亡くしたイノックは父親と同じく船乗りになった。港一の美人のアニー
の心を射止めたのはイノックだった。二人は結婚する。子どももできて幸せだったが，彼
が怪我をし失業する。傷が癒え，声をかけてくれた船長のすすめで，遠洋航海船に乗り込
む。ところが，彼の乗った船は帰ってこない。フィリップは主人のいないアニーやその子
どもたちの面倒を見てやるうちに，子どもたちはフィリップになついていく。イノックが
出航して10年経っても彼から何の便りもない。子どもたちも望んでアニーはフィリップの
求婚を受ける。それから何年も経って，イノックは離島から生還し，故郷に帰りつき，自
分の家に行くが誰もいない。陽に焼けすっかり老けた彼は元の面影はなく，道行く人も彼
だと気づかない。港の飲み屋のミリアム・レーン（Miriam Lane）のところに行き，アニー
がフィリップと結婚したこと，また自分は難破して行方不明だと言われていることを知る。
彼はこっそりフィリップの家の前へ行き窓越しに，アニー，子どもたち，フィリップの幸
せそうな様子を目にする。イノックは自分の姿がこの一家の目に触れられないように暮ら
し，最期にミリアムに来てもらい，身を明かし，自分がアニーや子どもたちを祝福して亡
くなっていったとアニーに伝えくれと頼み，間もなく息を引き取る。
　イノックは，フランクと同じく，難破して十何年もして帰国するが，妻アニーは別の男
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れたのも，ひとえに自分の命を投げうってくれたフランクのお蔭だった。フランクの遺志
と思われることを妻と彼の遺児エルシーに実現することによって，オープンショーはフラ
ンクに懺悔と感謝の気持ちをあらわそうとしたのだ。
　上記の引用箇所でギャスケルは，オープンショーと彼の思いの向かう先のアリスとエル
シーのことを言及しても，ノーラのことには全く触れていない。つまりノーラはこの直前
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でなく，彼女が課せられた任務を立派に完遂し終えたということであろう。彼女が沈黙を
守らないで，フランクのことがアリスや周囲の人に広まっていたら，オープンショー家の
平和は崩れ去っていた，つまりノーラがオープンショーの大恩人だったということは，オー
プンショーに分かり過ぎるほど分かっていたはずだ。ノーラのこの短編における重要な働
きは，フランク同様，オープンショーに「自信から生じる過ち」に気づかせ，正しい「自
己認識」に至らせ，謙虚な人間になる導きをしたことであったといえる。
［Ⅳ］『シルヴィアの恋人たち』との関連
　『シルヴィアの恋人たち』(Ward, Vol. 6, Sylvia’s Lovers) は二人の青年フィリップ・ヘプ
バーン（Philip Hepburn）とチャーリー・キンレイド（Charlie Kinraid）から愛されるシ
ルヴィア・ロブスン（Sylvia Robson）の物語である。フィリップは，少年時代から刻苦勉励，
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しかし生白く猫背のひょろっとした青年で，シルヴィアには興味のない読み書きを教えた
り，説教ばかりするので，彼女から嫌われている。しかしフィリップは幼馴染の従妹でも
あるシルヴィアと何としても結婚したいと思っている。そこへ，陽焼けし堂々とした体格
のハンサムな船乗りのキンレイドが現れ，シルヴィアは彼に惹かれ，二人は密かに婚約す
る。ところが，キンレイドの帽子が波間に浮かんでいるのが発見され，彼は溺死したと噂
される。やがてシルヴィアの父親が暴動扇動罪で処刑され，ショックを受けた母親が認知
症になり，シルヴィアは母親と自分の生活のためにフィリップの求婚を受け入れざる得な
くなり結婚し，女の子ができる。キンレイドが行方不明になって３年後，彼が海軍将校に
なって帰還する。キンレイドは強制徴募隊に連行されていくとき，唯一その現場にいたフィ
リップに，必ず帰還してシルヴィアと結婚するから待っているように伝えてくれと大声で
叫ぶ。シルヴィアはフィリップがこの事件を隠していたことを知り，彼を赦さないし，も
う自分は妻ではないと激しく言う。フィリップは妻子を残して家出し，海軍に入り，事故
で廃兵となり，故郷に帰るが，シルヴィアにも世間にも名乗り出ない。一方キンレイドは
その後間もなく上官の勧めで金持ちの美人と結婚したとシルヴィアは聞き，自分以外妻に
する女はいないと言っていた彼が嘘をついたと知る。フィリップは海に落ちたわが子を救
出し，自分は致命傷を負って臨終を迎える。彼は駆けつけたシルヴィアに，真実を隠した
卑劣な罪人の自分を神は赦してくださると思うし，君も赦して欲しいと言う。彼女も彼に
発した「赦さない」というむごい言葉は罪だったと謝り，赦して欲しいと言う。互いに赦
し合って彼は息を引き取る。
　フィリップはシルヴィアと結婚したいがために行った利己的な行為について良心の呵責
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に責め立てられ，罪意識に苛まれ続けるが，最期に赦されたと確信して死んでいく。彼女
は彼亡きあと，彼の鎮魂と信仰に生きる。
　短編「マンチェスターの結婚」のテーマが，犯した罪とその罪を犯した者のそれへの反
応であれば，オープンショーの罪意識はフィリップほどの激しいものではないにせよ，こ
の短編が『シルヴィアの恋人たち』という長編のための下稽古になったといえるだろう。
オープンショーの仕事が布地製造業の営業マンで，勤勉な努力家というのも，フィリップ
に似ている。またフランクが若く威勢のよい情熱的な船乗りというのもキンレイドに似て
いる。フィリップがシルヴィアと結婚したのちに，キンレイドが帰還するのも似ている。
　しかしフィリップとシルヴィアの罪と贖罪の人生を，殺人を犯しても全く罪意識を感じ
ないようなキンレイドの人生と対照しながら，何百ページも費やして詳細に描いていける
長編と，短編を同列に扱うことはできない。拙論［Ⅲ］で述べたように，オープンショー
の無意識に犯していた過ちに気づく過程は，読者を納得させるように手際よく描けている。
オープンショーであらわされている男性像は，ユニークで面白い。女主人に無骨なまでに
忠実なノーラもよく描けている。アリスはもの足らない気がするが，フランクの出現を何
としても隠さなければならないという小説の絶対的条件下では，全く夫に従順な女性でな
ければならないのは頷ける。アリスの，障害のある娘エルシーや召使いノーラへの愛情は
よく描けている。この短編は長編の単なる練習台としてでなく，それ自体の価値を持つも
のと評価できよう。
［Ⅴ］テニソンの『イノック・アーデン』との関連
　アルフレッド・テニソン（Alfred Tennyson, 1809-92）の物語詩『イノック・アーデン』
（Enoch Arden, 1864）５ は，ギャスケルの短編「マンチェスターの結婚」と同じく，船乗り
の「失踪」が作品のテーマになっている６。
　イノック・アーデンとフィリップ・レイ（Philip Ray）とアニー・リー（Annie Lee）
は幼馴染みで，子ども時代三人でよく遊んでいた。粉屋の一人息子のフィリップは親の跡
を継ぎ，父親を嵐で亡くしたイノックは父親と同じく船乗りになった。港一の美人のアニー
の心を射止めたのはイノックだった。二人は結婚する。子どももできて幸せだったが，彼
が怪我をし失業する。傷が癒え，声をかけてくれた船長のすすめで，遠洋航海船に乗り込
む。ところが，彼の乗った船は帰ってこない。フィリップは主人のいないアニーやその子
どもたちの面倒を見てやるうちに，子どもたちはフィリップになついていく。イノックが
出航して10年経っても彼から何の便りもない。子どもたちも望んでアニーはフィリップの
求婚を受ける。それから何年も経って，イノックは離島から生還し，故郷に帰りつき，自
分の家に行くが誰もいない。陽に焼けすっかり老けた彼は元の面影はなく，道行く人も彼
だと気づかない。港の飲み屋のミリアム・レーン（Miriam Lane）のところに行き，アニー
がフィリップと結婚したこと，また自分は難破して行方不明だと言われていることを知る。
彼はこっそりフィリップの家の前へ行き窓越しに，アニー，子どもたち，フィリップの幸
せそうな様子を目にする。イノックは自分の姿がこの一家の目に触れられないように暮ら
し，最期にミリアムに来てもらい，身を明かし，自分がアニーや子どもたちを祝福して亡
くなっていったとアニーに伝えくれと頼み，間もなく息を引き取る。
　イノックは，フランクと同じく，難破して十何年もして帰国するが，妻アニーは別の男
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性，しかも彼女をはりあった（この点はオープンショーと異なる）幼馴染のフィリップと
再婚しているのを知る。イノックはその後，心の葛藤はあったが，愛するアニーと子ども
のために，身を引く。妻の再婚を知って一昼夜も経たないうちに亡くなるフランクと異なっ
て，イノックは寿命の尽きるまで生き続ける。この二人の船乗りの人生のどちらがより悲
しいかは，簡単にはいえない。どちらも運命に翻弄された悲劇的人生を送っているからだ。
　しかしこの物語詩の題名にもなっているイノックが男女の結婚において罪意識に囚われ
ることはない。囚われたとすればアニーとフィリップのほうだといえるが，その罪意識に
物語詩の焦点が当たっているとは思えない。ギャスケルの「マンチェスターの結婚」は，
『シルヴィアの恋人たち』ほどではないにしても，やはり妻のいる男性から夫を奪ったオー
プンショーの罪意識が短編のテーマだといえる。
おわりに
　この短編小説は，時と場所の適切な設定による構成，オープンショー，ノーラ，アリス
という人物を言葉で巧みに創造する描写，疑問を抱かせつつ伏線を張って納得させるプ
ロットという優れた各小説手法を駆使して，小説世界を構築しているといえる。さらに，
自信家であったオープンショーがノーラの主人思いの行動やフランクの命を懸けた行為を
通して，自らの過ちや罪に気づき，自己認識を新たにし，謙虚になっていく変化を示すこ
とによって，神のようにパーフェクトではあり得ない人間は間違いを犯すが，それに気づ
く謙虚さによって尊い存在にもなれるという思想がこの短編に込められているといえる。
これが簡潔に，明瞭に描かれているこの作品は，長編とはまた異なった，短編独自の価値
があるといえよう。
注
１　 拙論において取りあげる同短編は，A. W. Ward, ed., The Works of Mrs. Gaskell (The 
Knutsford Edition, London: Smith, Elder, & Co., 1906; rpt. New York: AMS Press, 
1972), Vol.5, pp.492-523, “The Manchester Marriage” からのものである。同作品か
らの引用およびそれへの言及についての出典は，(　　) 内にページ数のみを記す。
２　 引用の和訳は，エリザベス・ギャスケル著，田部重治訳『ギャスケル夫人短篇集（マ
ンチェスターの結婚他四篇）』（改造社出版，1942）を参照しつつ，拙訳である。なお
引用については，まず和訳を示し，そのあと原文を示す。
３　 Coventry Patmore (1823-96) の結婚愛の神聖さを歌った四部の詩からなる連作長詩
『家庭の天使』(The Angel in the House, 1854-1862) の題名に由来する。「家庭の天使」
的女性というのは，当時の男性優位の父権制社会において，娘時代は親に従い，結婚
しては夫に従い，自己の感情や願望を抑えて，ひとえに家族のために尽くす女性を意
味する。
４　 短編の③の部分の最後の段落と，短編④の部分。
５　 アルフレッド・テニソン著，原田宗典訳『イノック・アーデン』（岩波書店，2006），
pp.01-16，Enoch Arden by Alfred Tennyson (London: Edward Moxon & Co., 1864)。
６　 テニソンの『イノック・アーデン』の発表は，ギャスケルの「マンチェスターの結婚」
より約6年あとなので，テニソンが「マンチェスターの結婚」からヒントを得て物語
17
詩を書いた可能性はあっても，逆はあり得ない。ギャスケルが初めてテニソンのこの
物語詩を読んだとき，テニソンの物語詩と自分の短編のプロットが似ているのに気づ
いた（Ward xxv）が，テニソンが自分のを参考にしたのではないかとほのめかすど
のようなことも言っていない（Hopkins 251）。
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